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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】身体動作学
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

高橋 健太郎

【授業目標・教育方針】
・ヒト生体における身体の構造・機能を知り、運動がどのように行われているのかを理解する．

【授業概要】
・走る・跳ぶ・投げるなどの基本動作をもとにした人の動きの見方、捉え方を再考する．
・基本となるのは身体各部の物理的特徴を知ること、そして、身体各部を動かしたり止めたりするために、どこにど
の位の大きさの力が働いているのかを考える．

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：スポーツ動作学入門（市村出版）、スポーツバイオメカニクス入門（杏林書院）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
指定された教室

【メッセージ】
スポーツ科学に興味がある、運動を学問として捉えることに興味のある学生に受講して欲しい．

【備考】
学科１・２年次の「物理」（運動力学）と「生物」を復習して下さい。

【成績評価方法】
［後期］・テスト　　　　　　　　　　　50％　・授業中の提出物　　　　　　　30％　・授業に対する取り組み方　
　　20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：身体動作学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 身体の構造と機能 人間の骨格の構造、骨や筋肉の名称など、これから使
う基本的な用語についての解説．

2 エンジンとしての筋肉の働き 骨格筋の働き、骨と筋肉によって「動作」とはどの様
に作られていくのかを説明する．

3 エネルギー供給機構 筋肉を動かすエネルギー源となる ATP はどの様に作ら
れ、どの様に使われているかを説明する．

4 身体組成 体脂肪率の求め方やダイエットについて正しい知識を
得る．

5 ～ 6 身体重心 人間の重心はどのようにして求めるのか、またその利
用法を知る．

レポート

7 体力 「体力がある・ない」とはどういうことか、トレーニ
ング法も含め正しい知見を得る．

8 動作解析の手法 運動動作の解析方法についての説明．
9 ～ 13 走・跳・投動作の解析 基本的な「歩く」「走る」「跳ぶ」「投げる」といった

動作がどの様に行われているかを説明する．
14 ゲーム分析 各種スポーツの現場で行われているゲーム分析につい

て説明する．
15 定期試験 定期試験 定期試験
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